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平成２４年度第３回理事会議事概要 

 

日 時： 平成２４年６月２２日（金） １５：３０～１６：００ 

 

場 所： 特別会議室 

 

出席者： 理事長  鈴木 和夫 

 

 理事（企画・総務担当）  福田 隆政 

 

 理事（研究担当） 大河内 勇 

 

 理事（育種事業・森林バイオ担当） 井上 達也 

 

 理事（森林業務担当） 宮本 敏久 

 

 理事（業務承継円滑化・適正化担当） 森下 眞行 

 

 監事 滑志田 隆 

 

 監事 西田 篤實 

 

 総括審議役 森田 一行 

 

 総括審議役 安藤 伸博 

 

 審議役 渡邊  聡 

 

 企画部長 落合 博貴 

 

 総務部長 安樂 勝彦 
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１．開会 

 

２．議事 

本日は、議題が２件となっており、次第に従って説明いただくこととしたい。 

 

（１）平成２４年度会計監査人候補者の選任について 

 

（総務部長）＜資料１を説明＞ 

平成２４年度会計監査人候補者の選定に当たり、４月２６日の理事会で承認

いただいた日程に従って提案書を募集したところ新日本有限責任監査法人、有

限責任監査法人トーマツの２者から提案書の提出があり、６月１５日に審査委

員会を開催し、提案書の内容について検討を行った。 

審査委員会における検討の結果は、両者とも多くの独立行政法人の監査実績

を持ち、独立行政法人の制度及び会計に精通しているなど監査業務及び支援業

務が効率的かつ円滑に実施可能と判断された。 

そうした中でも、新日本有限責任監査法人は、定性評価項目において取り組

み方針、手法及び連携体制等で高い評価を得、さらに、定量評価項目である会

計監査費用の参考見積額が有利性を示していたことから、新日本有限責任監査

法人が会計監査人候補者として最適と判断された。 

なお、同監査法人は平成１８年度から２２年度まで当法人の会計監査人とし

て、その業務に携わっており、当該期間中の監査契約における監査業務につい

ては誠実かつ確実に履行されたところである。 

以上を踏まえて、新日本有限責任監査法人を会計監査人候補者として提案す

る。 

なお、理事会で承認を得られた後、監事の同意を得た上で、文書決裁を受け、

農林水産大臣への選任請求を行うこととしたい。 

 

（理事長） 

毎年、監査法人が変わることについて弊害はないのか。同じ監査法人が長く

続けることによる弊害があることも理解するが、毎年変わることによっての弊

害は予想されないのか。 

 

（福田理事） 

ここ２年は同じ評価方式をとっており、結果として毎年監査法人が変わるこ

とになったが、いずれの監査法人も能力、態勢など十分であり、そのことによ

る弊害はないものと考えている。 
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（滑志田監事） 

一般の競争入札では著しく価格が低い場合は低入札価格調査を行うこととな

っており、今回の監査法人の場合も選定基準に「費用が著しく低廉であり、監

査の目的が達せられない恐れがある場合は審査委員会で協議する。」とあるが、

今回の場合は著しく価格が低いということにはならないという理解でいいのか。 

 

（福田理事） 

提案において、必要な監査日数や監査の内容など監査が適切に履行されるこ

とが計画されているかどうか確認した上で、価格については監査法人側の経営

努力も含めて提案されているものであり、著しく価格が低いと判断される状況

ではない。 

 

（宮本理事） 

公共事業の工事等では、必要な資材費、作業員の人件費等最低限必要な経費

が積算できることから最低入札価格を決めているが、このようなソフト事業で

は最低限度必要な経費が必ずしも明らかにならないという違いがあるのではな

いか。 

 

（福田理事） 

 貴見のとおり。なお、公共事業においても、手持ちの資材等の活用等によっ

て低価格ではあっても仕様通りの完成品を確実に納められるという根拠ととも

に主張されれば排除できない。 

 

（宮本理事） 

 今回の場合、提案書の中に監査に必要な項目、日数等が計画されており、着

実に履行するとされているので著しい低廉な価格と言うことにはならないと考

える。 

 また、このような業務に関して３年とか５年間の、たとえば中期計画中は同

一監査法人という契約はできないという理解でいいのか。 

 

（福田理事） 

 考え方としては両方の考え方があり、そのような要望も出ていると聞いてい

るが、今のところ農林水産省では単年度の契約という指導になっている。 

 

（理事長） 
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本件議題については理事会として了承された。 

 

（２）通則法第３８条に基づく大臣提出資料について 

 

（総務部長）＜資料２－１～５を説明＞ 

平成２３年度の財務諸表（資料２－１）、事業報告書（資料２－２）、決算報

告書（資料２－３）及びこれらについての会計監査法人の監査報告書（資料２

－５）並びに監事の意見書（資料２－４）について、独立行政法人通則法第３

８条により独立行政法人は事業年度の終了後３か月以内に主務大臣へ提出が義

務付けられていることから、今回提出するものである。 

 

（理事長） 

本件議題については理事会として了承された。 

 

（３）国連持続可能な開発会議（リオ＋２０）への森林総合研究所の貢献につ

いて 

 

（滑志田監事） 

 現在、ブラジルのリオデジャネイロで「リオ＋２０」が開催されているが、

森林総合研究所としての取組みを説明願いたい。 

 

（企画部長）＜資料３を説明＞ 

 森林総合研究所から直接的に職員等が出席はしていないが、ジャパンパビリ

オンにおいて、農林水産省、独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）、地球観測

に関する政府間会合（ＧＥＯ）が出展しており、多目的スペースでのサイドイ

ベント等においてＡＬＯＳによるアマゾン森林伐採のモニタリングに関する報

告、地球観測に関するブースではＲＥＤＤに関する報告等についてＪＩＣＡ等

と協力しながらポスター展示、パンフレット、ＤＶＤ等で紹介するなどの活動

を実施している。 

 

（理事長） 

本件報告については理事会として了承された。 

 

次回の平成２４年度第４回理事会は７月２６日（木）に開催予定となった。 

 

３．閉会 


